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Abstract: h is quitc impoltant for constmctng w?d powcr plants to nvestigate he wind charactcnstics of hc site proposed
Observation towers for such hvestigation arc usually less han 30m in hclght and cannot accurately estimate he wind speed atthe
height corresponding to whd Power generators.Recently,hc Mini Doppler Sodar has become to be cOnsidered as a new
instmment for the、vhd c aracte?stics invcstigation.The Mhi Dopplel・Sodar is a ldnd of acoustic remote sensor and can measure
the wind speed and dircction at various heights up to about 200m.It is portablc and can be used at complex terains This paper
describes he structurc of the Mhi Doppler Sodar and the prlnckples of is operation.Ihc Mini Doppler Sodar is expected to bc
suitable for heとssessmcnt of wind power generadon.


























































































図3 ミニ ドップラー ツーダの構成図





































































周波数を F」 とする)。 そこで受波信号の各部分を
FFT処理 して ドップラー周波数偏移を検出する
と、音波の出射方向の風速成分が求められる。
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本研究で用いた装置は低高度では短いパルス
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図10 水平方向の風速変動波形
図9に示した時間帯の一部であるが、13:00か
ら13:30までと21:30から22:00までの時刻にお
ける5つの高度 (40m,60m,80m,100m,120m)の
水平方向風速 yの変化を図 10に示す。このよう
に、ツーダー基のみの使用により、上層の風速変
動分布を容易に求められることがツーダの大きな
利点である。 日中の風速は平均的に高く、その変
動は激 しくなつている。また、高度が高くなると
風速が大きくなつている時刻の他に、風速の高度
分布が反転 している場合も見られる。一方、夜間
の風速は平均 して小さく、変動も小さい。120m
の風速値 (信号強度が小さく信頼性が低い)を除
けば、その他の高度の風速値は比較的安定してお
り、高度に伴い風速が大きくなる傾向が保たれて
いると言える。図9,10に示 したデータは海陸風
循環が観測された日のものであり、日中は海風が
吹き、夜間は陸風が吹いていた。これらの図で示
された日中と夜間の大気状態の違いと風速変動の
特徴は、北条砂丘で観測されている海陸風の特性
をよく表 していると考えられる。
ドップラーツーダの観測期間 144日間の内、欠
測は約 40%であった。久測の原因は主として強風、
降雨などにより生じている。降雨の場合、上方向
に露出したアンテナの構成上、欠測となるのはや
むを得ないが、強風の場合は、アンテナフー ドを
剥離渦が生じないような形状に変更するなど、今
後の対策が必要となるであろう。欠測の一部は音
波の指向性が弱いことによるノイズ混入や、地表
面からの散乱音波、国道の騒音をひろつたことに
よるノイズによるものが考えられる。これらは設
置環境に応 じて事前チェックを行い、風況精査の
際に十分考慮 しておく必要がある。
5。 まとめ
本研究では、風力発電のための風況精査に役立
つと考えられる可搬式ミニ ドップラーツーダにつ
いて、その構造、測定原理、設置状況などについ
てまとめた。また、これまでに得られた観測デー
タの一例を示 し、ミニ ドップラーツーダのデータ
が北条砂丘で観測されている海陸風循環による風
況特性や成層の特性を良く表していることを示 し
た。今後は ドップラーツーダの風向・風速データ
の精度を検証するため、観測鉄塔による観測値と
の比較を行つていく予定である。
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